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広島東南ロータリークラブ

週報2018年 7月 9日 (第 2702回例会 )
例会日 月曜日 ANAクラウンプラザホテル広島 ℡ 241-1111

事務所 リーガロイヤルホテル広島 13階 ℡ 221-4894
会長 吉田信秀 幹事 大井克元

本日の例会

スケジュール

12:30 点 鐘
ロータリーソング｢我らの生業｣
来客紹介 (親睦委員会)
会食

12:45 会長時間 (吉田会長)
幹事報告 (大井幹事)
委員会報告
・出席報告 (出席委員会)
・その他
同好会報告
Ｓ .Ａ .Ａ .

13:00 「臨時総会」
13:20 創立60周年記念事業について
13:30 点 鐘

会長時間

○連続出席 100 ％会員(７月表彰分)
橋本浩二君 17年 衣笠准一君 13年
胡 定晃君 ８年 天野國幹君 ５年 *
今井廣志君 ４年 中脇令子君 ４年
小杉真澄君 ２年 尾立道泰君 ２年
荒木裕三君 １年 * *記念品あり

○米山功労者(第３回マルチプル)表彰－中村伸弘君

幹事報告

○次週7/16(月)は祝日(海の日)のため休会です。
○例会終了後、長期ビジョン検討特別委員会開催。
本日のプログラム

次回例会（７月２３日）

「臨時総会」 ①２０１７－２０１８年度事業報告
②２０１８－２０１９年度事業計画

「再生医療とリハビリテーション」
広大大学院 宇宙再生医療センター長 弓削 類 様

お知らせ

今 後の予 定
○長期ビジョン検討特別委員会
と き ７月９日(月)13:35～
ところ ＡＮＡクラウンプラザホテル広島

○７月「ロータリー情報」
と き ７月19日(木)18:30～
ところ ゼネラル興産(株)本社３F会議室

○広島みなと夢花火大会クルーズ家族会
と き ７月28日(土)
ところ “銀河”船上
集 合 17:00/ＡＮＡクラウンプラザホテル

★第４２回インターアクト地区大会
と き ７月28日(土)～29日(日)
ところ 広島サンプラザ
テーマ Ｌｅｔ’ｓ ｆｉｎｄ 地元愛

～平和と支え合いの心～
ホスト 修道高校IAC（広島南RC）

○グローバルグラント平和スピーチコンテスト
優勝者ビビアン・ヘラーさん来広受入
と き ８月６日(月)慰霊式参列、
広商IACと｢広島子ども平和の集い｣出席
広島東南ＲＣ例会出席・スピーチ

★第３回クラブアッセンブリー
と き ８月６日(月)13:35～
ところ ＡＮＡクラウンプラザホテル広島

○ガバナー公式訪問８月20日(月)予告
11:30～12:00 会長幹事懇談会
12:30～13:30 例 会
13:40～15:10 フォーラム

★地区年次大会 (ホスト尾道RC)
記念ゴルフ大会 10月19日（金）
大会１日目 10月20日（土）会長･幹事のみ
大会２日目 10月21日（日）

（★はメークアップ対象会合です）

一年間おつかれさまでした！一年間おつかれさまでした！
前年度 伊藤会長､柄副会長､田上副会長､菅幹事､谷井副幹事、

山仲副幹事(欠席)に記念品(前役員バッジ)の贈呈

ご退会－髙橋 潔君、花柳雅豊君、林 満生君

吉田会長杯披露（ゴルフ＆麻雀）

ゴルフ同好会-田上キャプテン 麻雀同好会-武士末キャプテン

１．真実かどうか ２．みんなに公平か ３．好意と友情を深めるか ４．みんなのためになるかどうか
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前回 2018年７月２日例会

会長・理事・役員会就任挨拶

吉田信秀会長より、新年度の方針、

新会長としての抱負が述べられ、会

長就任挨拶がされました。(7/2週報掲載)

続いて、新理事･役員の紹介と就任

挨拶が行われました。

直前会長(理事) 伊藤 正樹
吉田会長年度が素晴らしい年度と

なりますよう、微力ながらお手伝い
させていただきます。
皆様もご支援のほどよろしくお願い
いたします。

会長エレクト(理事) 衣笠 准一
吉田会長の「ロータリーを考え実践し
よう！」の方針を念頭におき、クラブ
の伝統を保持し発展のため力を尽くし
ます。会長ノミニーの半年間があっと
いう間に経過しましたが、引き続き会
長エレクトの研修に精進してまいりま

す。創立６０周年の準備年度です、意義ある周年
とするために皆様のご支援をお願い申し上げます。

副会長･会員増強(理事) 小松原浩平
本年度、副会長・会員増強委員会担
当理事を仰せつかりました小松原で
す。田上会員増強・職業分類担当リ
ーダー、久保ロータリー情報担当リ
ーダーと連携を密にしながら、今年
度吉田会長方針である「ロータリー
を考え実践しよう」を皆様とともに

推進していきたいと思っております。会員皆様
のご協力と、ご指導ご鞭撻のほど宜しくお願い
申し上げます。

副会長･クラブ管理運営(理事) 武士末 修
本年度、副会長そしてクラブ管理運営
委員会委員長を拝命しました武士末
修です。委員会各担当と共に円滑なク
ラブ運営に重点を置きながら、会員皆
様がロータリーを楽しんでいただき相
互の絆を深めて頂けるよう尽力させて
頂く所存でございます。皆様方のご協

力よろしくお願いいたします。

幹事(理事) 大井 克元
今年度、幹事の大役を仰せつかりま
した。吉田会長方針に則り、理事・
役員皆様と協力して会員の皆様のロ
ータリー活動がより充実し、楽しい
ものとなりますよう微力ながら全力
で 1 年間努めます。会員の皆様のご
協力、ご支援、ご指導を何卒宜しく

お願い申し上げます。

広報・記録(理事) 錦織 亮雄
今年度のＲＩ会長テーマ、地区ガバ
ナー信条、吉田会長方針のすべてに
とって内外への情報発信が不可欠で
当委員会には大きな責務が在ります。
責務を果たすために、週報の充実や
雑誌の購読やウエブサイトの活用に

力を注ぎ、大きな役割を担う委員会であること
を肝に銘じて活動します。

奉仕プロジェクト (理事) 柄 博治
本年度奉仕プロジェクト委員会を担
当します柄です。この部門の活動は、
主にクラブ外での活動が主体となり
ますので多くの会員の皆様の積極的
な参加が必要になります。吉田会長
の今年度方針に従い、江角、中畝、

成宮、山仲各リーダーの綿密な計画のもとに各事
業を実践してまいりますので、会員皆様のご協力、
ご指導をよろしくお願いします。

財団関連活動(理事) 佐々木 誠
ロータリー財団、米山記念奨学会へ
の支援を年度に引き続き行います。
今年度はグローバル、米山両奨学生
の派遣・受入れが決まっております
ので、ホストの方と一緒にバックア
ップを行っていくこと。新たな補助

金事業の掘り起こし・研究を行って参りますの
で、ご指導ご鞭撻ご寄付の程よろしくお願い申
し上げます。

会 計(理事) 古本 由美
本年度会計を担当させて頂きます古
本です。予算は会員数１００名とし
ております。わからないことが多い
のですが、会長や皆様のご指導 をい
ただきながら、各委員会が支障なく
活動を行えるよう、運営・管理の勉

強をさせていただこうと思っております。 一年
間どうぞよろしくお願いいたします。

Ｓ.Ａ.Ａ.(理事) 神田 敏治
久しぶりに Ｓ．Ａ．Ａ．を担当致し
ます。脇舛リーダーと共に 楽しく、
かつ秩序正しい例会になるよう務め
ます。来年度は、60 周年記念行事も
控えています。「ニコニコ箱」への
御協力もよろしくお願いします。

副幹事 鹿瀬 賢二
副幹事を務めさせて頂きます鹿瀬で
す。吉田会長の方針を踏まえ、大井幹
事の補佐として、会員の皆様のロータ
リー活動が充実したものになる様、与
えられた役割を果たして行きたいと思
います。どうぞご指導の程、よろしく
お願い致します。

副幹事 杉山 顕彦
本年度の副幹事を仰せつかりました
杉山です。吉田会長のもと、大井幹
事の補佐として、一生懸命勉強中で
す。会員の皆様にとって実のあるロ
ータリー活動が推進できるよう努力
してまいりたいと思います。厳しく
もあたたかいご指導の程よろしくお

願い申し上げます。
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７月２日 累計：６５,０００円

○吉田信秀・伊藤正樹・衣笠准一・小松原浩平・武士末 修・大井克元・錦織亮雄・

柄 博治・古本由美・神田敏治・鹿瀬賢二・杉山顕彦：新年度にあたり、理事・役

員の皆様からご出宝いただきました。（各１口、１３口）

○林 満生：大変お世話になりました！ 感謝、感謝、感謝です！（１０口）

○花柳雅豊：永い間大変お世話になりました。心より感謝申し上げます。（１０口）

○高橋 潔：３年半の皆様の応援有難うございました。後任･柳澤を宜しくお願い申し上げます。（１０口）

○木矢克造：県立広島病院にドクターカーを導入したとのことでお騒がせしています。（１口）

○衣笠准一：妻真理子の誕生日にお花のプレゼント ありがとうございます。（１口）

○髙西哲郎：妻の誕生日に大きな花をありがとうございます。（１口）

○要田昭治：妻の誕生日にお花をありがとうございます。（１口）

○田上克彦：６月の麻雀例会で優勝しました。とはいえ幹事の武士末君と

酔っぱらいの品川さんと３人での競技でしたので、当然でした。麻雀同

好会の会員の皆様の多数の参加をお待ちしております。（２口）

→麻雀例会参加の品川さん、武士末さん とばっちり（各１口、２口）

○品川晃二：ワールドカップ日本代表決勝リーグ進出おめでとう！ベルギ

ー戦も勝ってね。（２口）

○谷井 智：最終例会で髙橋潔さんの退会ご挨拶の紹介をしないまま例会を終了させてしまいました。

申し訳ありません。（１口）→菅前幹事さん、山仲前副幹事さんも同じくペコペコで（各１口）

○森原弘昌：委員会報告の挨拶で「こんばんは」と言い間違いました。（１口）

○今日は何の日 ⇒ 今夜のワールドカップ日本代表ベルギー戦にちなんで。サッカー経験者または企業に

てサッカーチームヘ協賛されている方、他サッカー関係者－８名の方にご出宝いただきました。（８口）

6月麻雀優勝の田上克彦君

№015 ロータリークラブと

ライオンズクラブの違いはなんでしょう？

ロータリーは、地域において何らかの事業又は職業に

従事している人が、人道的な奉仕が道徳的原則であり、

人生の幸せを導く事と認め、世界の人と共に平和を構

築する人の集まりで職業を以て社会に奉仕するクラブ

です。あくまで個人的精神的に奉仕を行うことを基本

としています。一方ライオンズは、団体的金銭的奉仕

が良いと信じ、行動する団体です。近年ロータリーのライオンズ

化が懸念されます。ロータリアンにとって、職業を以て奉仕する

ことは決議 23-34に示されています。ご再読を！！

衣笠准一

「決議23-34」について ［出典］決議 23-34の徹底解析･･･2680地区ＰＤＧ田中 毅

ロータリー活動の基本は優秀な職業人であるロータリアンが毎週一回例会に出席してロータリ
ーの哲学である奉仕の心を学び、それを通して親睦を深め、それによってさらに、奉仕の心を
深め、充実させていくところにあります。例会出席によって形成された奉仕の心はロータリア
ン個人がそれぞれの家庭、地域社会、国際社会で実践に移すことになります。1910 年代に入っ
て、このようなクラブとしての実践を伴わないロータリーの理念に飽き足らず、クラブとして
の金銭的奉仕や身体的奉仕の実践をも積極的にするべきであるという動きが顕著になってきま
した。実践派の先頭に立ったのは身体障害児の保護、教育に貢献してきたエドガー・アレンで
した。彼は、1918 年、オハイオ州エリリアロータリークラブに入会し、ロータリーは一丸とな
ってこの事業にあたるべきであると主張して、1922 年のロサンゼルス大会に身体障害児救済事
業に関する決議案をトレード、クリーブランド各クラブとの共同提案として提出しました。理
事会はこれを受けて、この事業を奨励する決議 22-17 を採択したのです。これに力を得た実践
派の動きはますます活発になり、「ロータリー創立の理念を守るべき」というシェルドンを中
心とする理念派との対立が深まり、ロータリーは分裂の危機に瀕します。議論の中心は多額の
金銭的支出を伴うクラブによる団体奉仕を、ロータリーの奉仕として認めるか否かでしたが、
個人奉仕と団体奉仕、さらには金銭的奉仕の是非にまで話が広がったということです。国際ロ
ータリー理事会は、収拾がつかない状態になることを回避するために、両派の考え方を調和さ
せるとともに、従来からあるいろいろな奉仕の考え方や行動を整理・調和させるための努力を
繰り返します。最終的には、1923 年セントルイスの国際大会で、テネシー州ナッシュビルロー
タリークラブのウイル R．メニア Jr．を中心とする委員会によって起草・提案された決議 23-34
の採択によって、論争の終止符が打たれ、両派の対立は解消しました。

他クラブ

例会臨時変更のお知らせ

7/10(火)
広島安芸 RC→夜間例会

7/19(木)
広島西 RC→夜間例会
広島安佐 RC→休会

7/23(月)
広島中央 RC→ 7/28
広島廿日市 RC→休会

7/27(金)
広島城南 RC→休会

１．真実かどうか ２．みんなに公平か ３．好意と友情を深めるか ４．みんなのためになるかどうか
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２０１８年６月 の ま と め(会合出席)

氏名 例 会 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 氏名 例 会 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥

4 11 18 25 4 4 10 11 17 18 4 11 18 25 4 4 10 11 17 18

1 荒木康之 ◎ ◎ ○ ○ 56 中村伸弘 ◎ ◎ ◎ ◎ ○

2 天野國幹 ◎ ◎ ◎ ◎ 57 中谷一彌 ◎ ◎ ◎ ◎ ○

3 赤川浩二 ◎ ○ ◎ ◎ 58 成宮正和 ◎ ◎ ◎ ◎ ○

4 荒木浩幸 ○ ◎ ○ ◎ ○ 59 中脇令子 ○ ○ ◎ ◎

5 武士末 修 ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ 60 中畝將博 ○ ◎ ◎ ◎ ○

6 馬場﨑好美 ◎ ◎ ○ ◎ ○ 61 大濱紘三 ◎ ◎ ◎ △

7 土肥雪彦 △ △ △ △ 62 荻田玲子 ◎ ◎ ◎ ◎

8 旦 康次郎 ◎ ◎ ◎ ◎ 63 岡本幸士 ◎ ◎ ○ ○

9 檀上敏郎 5/16退会 64 大井克元 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○

10 胡 定晃 ○ ○ ○ ◎ 65 奥道恒夫 ◎ ◎ ◎ ◎

11 江角 優 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ 66 尾立道泰 ◎ ◎ ◎ ◎ ○

12 枝村 博 ○ ◎ ◎ ○ 67 杉井英彦 △ ◎ △ △

13 古本由美 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ 68 佐野庸子 ◎ ◎ ◎ ◎

14 福間功市 8/31退会 69 品川晃二 ◎ ◎ ◎ ◎ ○

15 藤元秀樹 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ 70 佐々木 誠 ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○

16 藤川佳應 ○ ◎ ○ ○ 71 澤田 清 ◎ ◎ ◎ ◎

17 藤田洋一 ◎ ◎ ○ ◎ ○ 72 杉山顕彦 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○

18 細田正雄 ◎ ○ ○ ◎ 73 佐々木一暢 ◎ ◎ ◎ ◎

19 林 良一 ○ ◎ ◎ ◎ × 74 妹尾年朗 ◎ ◎ ◎ ◎

20 橋本浩二 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ 75 高田泰典 7/2退会

21 早田良二 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ 76 鳥居比路 ◎ ◎ ◎ ◎

22 花柳雅豊 ◎ ◎ ◎ ◎ 77 田上克彦 ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○

23 廣谷洲枝 ◎ ◎ ○ ◎ 78 柄 博治 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○

24 平岩由紀雄 ○ ◎ ◎ ◎ ○ 79 髙橋心里 ◎ ◎ ◎ ◎

25 林 満生 ◎ ◎ ○ ○ 80 冨部秀司 ◎ ◎ ◎ ◎

26 穂北光宏 ○ ○ ○ ○ 81 谷井 智 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○

27 伊藤正樹 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ 82 髙橋 潔 ◎ ◎ ○ ◎

28 岩田久夫 ◎ ◎ ○ ◎ 83 蔦尾健太郎 ◎ ◎ ◎ ○

29 生谷武寛 ◎ ◎ ◎ ○ 84 髙西哲郎 ◎ ◎ ◎ ◎ ○

30 岩井正喬 ◎ ◎ ○ ◎ 85 竹本 耕 8/28退会

31 岩垂鈴香 ○ ○ ○ ○ 86 髙木康一 ◎ ◎ ○ ◎

32 今井廣志 ○ ○ ◎ ◎ ○ 87 上田康博 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○

33 井原倫子 ◎ ◎ ◎ ◎ 88 脇舛賢治 ◎ ◎ ◎ ◎ ○

34 日域大陸 ◎ ◎ ◎ ◎ 89 渡辺敬治 ◎ ◎ ○ ○

35 小松原浩平 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ 90 渡邉直樹 ○ ○ ○ ◎

36 神辺眞之 ◎ ◎ ◎ ◎ 91 吉岡民登 ◎ ◎ ◎ ◎ ○

37 神田敏治 ○ ◎ ○ ◎ ○ 92 吉田信秀 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○

38 久保和浩 ◎ ○ ○ ◎ ○ 93 山下 泉 ◎ ◎ ◎ ◎

39 要田昭治 ◎ ◎ ◎ ◎ 94 温泉川梅代 ▲ ▲ ▲ ◎

40 衣笠准一 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ 95 行武治子 ◎ ◎ ◎ ◎

41 久保河内豊 ◎ ○ ◎ ◎ 96 米川 晃 ○ ○ ○ ○

42 岸本秀樹 ○ ◎ ○ ◎ 97 山仲 巌 ○ ○ ◎ ◎ × ○

43 河野宏明 ◎ ◎ ◎ ◎ 98 山西裕司 ○ ○ ○ ◎

44 菅 富誉樹 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ 99 吉田範子 ◎ ◎ ◎ ○

45 君島龍輝 ◎ ◎ ○ ○ 100 山中庸詳 ◎ ◎ ◎ ◎

46 鹿瀬賢二 ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ 101 荒木裕三 ◎ ◎ ◎ ◎

47 木矢克造 ◎ ◎ ◎ ○ 102 山本和之 ○ ○ ○ ○

48 小杉真澄 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ 103 安居院徳重 ○ ◎ ◎ ◎

49 村上賢一 ○ ○ ◎ ○ 104 見正伸也 ◎ ◎ ◎ ◎

50 松原 進 5/7退会 105 柳澤一美 6/25入会 ◎

51 森原弘昌 ○ ◎ ◎ ◎ ○ 106

52 守下康弘 ◎ ◎ ◎ ◎ 107

53 森 美喜夫 ○ ○ 6/11退会 108

54 錦織亮雄 ◎ ○ ◎ ○ ○ × ○ 109

55 長崎清正 △ △ △ △ 110

例会修正出席率 100 100 100 100

出席者数： 72 79 69 75 11 13 1 12 2 27

例会ﾏｰｸ：◎ﾎｰﾑ出席､○ﾒｰｸｱｯﾌﾟ､△免除者(b)欠席､▲免除者(a)欠席 会合ﾏｰｸ：○出席､×欠席

年度初会員数 １００名
先月末会員数 ９９名
６月入会 １名
６月退会 １名
６月末会員数 ９９名

①06/04 理事役員会
②06/04 親睦担当インフォーマルミーティング
③06/10 第９期ＲＬＩパート３
④06/11 次年度理事役員会
⑤06/17 Ｒ財団奨学生オリエンテーション

IA顧問教師懇談会
⑥06/18 次年度クラブアッセンブリー

１．真実かどうか ２．みんなに公平か ３．好意と友情を深めるか ４．みんなのためになるかどうか
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